上級裁判
毎月、私たちは、銀行業務の方法から、中絶や人種関係といった、より難しい問題に至るまで、あらゆることに影響を及ぼす最高裁判所の判決の結果を耳にします。非常に多くの「権利」団体が政府に働きかけ、今日の政治家たちが非常に多くの難しい決断に直面しているため、アメリカが、道徳的な問題が法廷、特に最高裁判所で決定される国になりつつあることは驚くべきことではありません。
ここで私が言っているのは、政策や法律が道徳的な方法で決定されているということではありません（法廷では常にそうあるべきです）。私が言っているのは、何が道徳的であるか、何が正しく何が間違っているか、そして何が正しく何が間違っているかをどのように判断するかという、まさに基本的な事柄が、今や最高裁判所によって議論され、決定される事柄になっているということです。州および連邦の最高裁判所は、立法上の事柄に関する最終的な上訴裁判所となっただけでなく、以前は教会の領域であった倫理と道徳の審判者にもなったようです。
もしその訪問がしばらく実現しなくても、神が生き生きと働かれる教会のために、どのような行動をすべきかを、あなたに知ってもらいたいのです。教会は真理を明らかにし、また真理を守り支えるところだからです。
- テモテへの手紙Ⅰ 3:15c
社会は、安楽死、中絶、結婚などの道徳的問題の受容性について、また病人、貧しい人々、環境の扱いを規定する法律について、裁判所の判断を手本にしています。まるで裁判所が、アメリカにおいて何が正しく何が間違っているかを示す新たな基準であるかのように、裁判所が国の道徳的指針を定めているのです。この方向性はいくつかの理由から危険です。
士師たちは人間である
彼らがどれほど経験豊かで誠実であっても、これらの人々は不完全であり、その判断はしばしば誤っています。ソロモンはこう言っています。
だれでも、広く歩きやすい道が正しい道と考えますが、 
それは死に通じる道です。
- 箴言 14:12
絶対的な正しさや間違いについての決定を、単なる人間の手に委ねるのは愚かなことです。
政治なんて、ばかばかしい！
私たちは、ほとんどの裁判官がその政治的イデオロギーに基づいて任命されていることを知っています。結局のところ、多くの判決は法理学よりも政治に関係しています。アントニン・スカリア判事（最高裁判所判事であった）による著書『The Marble Curtain』の中で、スカリア判事は、コロラド州の人々によって合法的に制定され、投票で承認された、同性愛者に対する「特別な」権利を認めない法律を、リベラルな裁判官たちが無効にした際に示した偏見の一例を述べています。ゲイ運動に同情的なこれらの裁判官たちは、その法律が憲法に違反していたからではなく、自分たちの政治的見解に反していたからという理由で、単にその立場を利用して法律を無効にしたのです！これは、結局のところ、裁判所が、正義や法律によってではなく、権力への渇望によって基準を定める者たちの設定した計画を実現するための手段となることを示しました。
絶対的な立法者だけが絶対的な律法を与えることができる
再び、ソロモンはこう言っています。「多くの者は支配者の好意を求める。しかし、人に対する正義は主から来る。」 箴言 29:26。神の律法、神の道、そして神の導きは、神ご自身が絶対的に正しく、知恵があり、偏りのない方であるため、常に正しいのです。私たちの国と急速に変化する社会において、神の律法に基づく法律を解釈し、適用し、発展させるために裁判所を用いることは一つのことです。しかし、神の律法を変え、それに代えて、人間の知恵から生まれた法律を置くことは、まったく別のことです。裁判所は過去50年間、そのようなことを行ってきました。このことの最も露骨な表れは、法廷に十戒を掲示することが、もはや合法ではないという事実です。
クリスチャンには何ができるでしょうか？
最高裁判所は、私たちの影響力の及ぶ範囲の外にあるように思え、私たちにはこれらの人々に影響を与えるためにできることはあまりないと感じるかもしれません。結局のところ、クリスチャンは革命家でも無政府主義者でもありません。しかし、それは、私たちが持っている影響力を用いてこの国に圧力をかけることができないという意味ではありません。
私たちにできることはいくつかあります：
1. 投票
大統領選挙だけでなく、市長、教育委員会、労働組合などの選挙にも投票しましょう。民主主義において権力を行使する人々は通常、選挙によって選ばれます。そして投票する特権は、クリスチャンが「私はこの事柄において自分の影響力を行使しました」と言うことのできる一つの方法です。投票は、私たちの祝福の一つを用いて神を敬う方法です。
· 礼拝によって神を敬います。
· 公的および政治的な分野で神の御心を行っている人々を支え、励ますために自分の役割を果たすことによって、社会において神を敬います。
前回の大統領選挙で、投票資格のある人々のうち実際に投票した人の割合は、約57.5％でした。これは、投じられた総票の約51％を得たオバマ氏が、アメリカ国民のわずか29％によって選出されたことを意味します。それにもかかわらず、彼は100％の人々のための政策課題を設定するのです！投票は私たちの最も貴重な祝福の一つです。それを守るために多くの人々が命を落とし、また、他の国々の多くの人々はそれを得るために死の危険を冒すでしょう（すなわち、北朝鮮）。私たちがこの特権を頻繁に用い、賢明に用いないかぎり、キリストのためにこの国に影響を与えることはできません。イスラエルが悪人たちに自分を支配させたとき、神は彼女から自由を取り去られました。私たちがまだ影響力を持っている間にそれを用いなければ、ここでも同じことが起こり得ます。
2. この国のキリスト教の遺産を尊重する
学校のカリキュラムや歴史書において、この事実を消し去り、矮小化しようとする努力にもかかわらず、アメリカ合衆国は、神を畏れ、聖書を信じ、キリスト教徒として生きる人々によって建国されました。例えば：
· 憲法制定に携わった55人の建国の父たちのうち52人は福音派のクリスチャンでした。彼らは、イエス・キリストが神であると信じていました。
· パトリック・ヘンリーは、「自由を与えよ、さもなくば死を」と言ったことで有名ですが、また次のようにも言いました。「この偉大な国が宗教家たちによってではなく、クリスチャンたちによって、諸宗教の上にではなく、イエス・キリストの福音の上に築かれたということは、あまりにも強調してもしすぎることはなく、あまりにも頻繁に述べても述べすぎることはない。」
· ジョン・クインシー・アダムズは、「アメリカ独立革命の最高の栄光は、これであった。それは、市民政府の原則とキリスト教の原則とを、解くことのできない一つのきずなで結びつけた」と言いました。
· 最高裁判所の初代長官ジョン・ジェイは、次のように言いました。「摂理は、私たちの民にその統治者を選ぶ権利を与えた......私たちのクリスチャン国家が、その統治者としてクリスチャンを選び、優先することは、その......義務である。」
· ジョージ・ワシントンは、「政治的繁栄へと導くすべての性向と習慣のうち、宗教と道徳は不可欠な支えである」と言いました。
· ベンジャミン・フランクリンは、「一羽のすずめでさえ、神がそれをお心に留められなければ地に落ちることがないのなら、神の助けなしに帝国が興ることがあり得るだろうか」と言いました。
· エイブラハム・リンカーンは、「......私は、主が常に正しい側におられることを知っている。しかし、私の絶えざる不安と祈りは、私とこの国が主の側にあるようにということである」と言いました。
アメリカが、他の何ものでもないものとしてではなく、独自にキリスト教国家として建国され、統治されている国家であることを擁護する同様の引用を、さらに続けることもできます。ジェームズ・マディソンとトーマス・ジェファーソン（彼はキリスト教徒ではありませんでしたが）も、この原則に同意し、支持しました。
最高裁判所もまた、この神聖な信託と理解のもとでその職務を遂行しました。
· 当初、この裁判所は、学校は道徳の源としてキリスト教と聖書を教えなければならないと判決を下しました。
· 1811年には、「キリスト教の根幹を攻撃するものは、明らかに市民政府の解体につながる」と判決を下しました。（キリスト教徒を攻撃することは、政府を攻撃することです）。
それゆえ、アメリカ合衆国は意識的にキリスト教国家として建国され、そのような国家であり続けることを意図されていました。ところが、変化が起こりました。
1962年、最高裁判所は、学校から祈りを取り除く判決を下して、200年にわたる宗教史を覆しました。こうして、裁判所が政府と教育における宗教の影響を組織的に取り除いていく流れが始まりました（当時、アメリカ人の97％が神への信仰を公言していたにもかかわらず）。
アメリカでは1963年以来、次の事柄が不均衡に増加しているのを私たちは見てきました：
· 中絶
· ひとり親家庭
· 学校での暴力
· 薬物依存
· 道徳の衰退（同性愛者の権利運動の台頭）
1985年、最高裁判所は、無神論はキリスト教と同等に保護と権利を受ける正当な宗教であると判決を下しました。私の意見では、これは最後の侮辱であり、愚行でした。「......自分では知者だと称しながら、愚かになったのです。」ローマ人への手紙 1:22
この時以来、この国がクリスチャンによって建国され、クリスチャンの原則によって統治され、イエスが再び来られるまでクリスチャンであり続けることを意図されていたという事実を消し去ろうとしてきた政治家、哲学者、教師、芸術家、作家は数え切れないほどいます。アメリカが偉大なのは、これらの人々が、これらの原則に基づいて建国したからです。これが、すべての人がここに来たいと願う理由です。
私たちは、この受け継いだものを尊ぶことを恥じるべきではなく、できる限りあらゆる方法でそれを推進するよう努めるべきです。これには次のことが含まれます：
· キリスト教徒の公職者に投票する。
· 私たちの地域社会のあらゆる分野で、キリスト教の基準、政策、実践を推進する。
· 私たち自身がキリスト教徒として忠実であり、キリストの証しをする。
· 教会と教会の働きを支援し、それに関わる。
· 教育委員会の役職やその他の自治体の職務に立候補する際、キリスト教的な方針を推進するために、私たちの才能、地位、影響力を用いる。
· キリスト教系の企業、芸術、さまざまなキリスト教の定期刊行物を支援する。
· 私たちの学校や地域社会における不道徳に立ち向かい、それを明らかにする。
· 他の宗教を尊重するが、イエス・キリスト以外には、天の下で救いを与える名はほかにないと信じ、宣言することにおいて堅く立つ（使徒の働き 4:12）。
これは、他の宗教が実践され、発展することを歓迎し、奨励している世界で唯一の国です。しかし、この国を現在の姿にした宗教を破壊する法律を制定し、そのような方針を推進するなら、私たちは行き過ぎています。アメリカが本来あるべきキリスト教国家であってほしいと願うなら、クリスチャンはこの遺産を尊重し、哲学と実践においてキリスト教的なアメリカのために立ち上がる必要があります。
アメリカ合衆国のキリスト教的性質を保つために私たちができる最後のこと：
3. 上級裁判所への上訴
この国で私たちが目にしているのは、神を認めない人々が、神を顧慮しない人間の支配を地上に確立しようとする試みです。これは何も新しいことではありません。人は常に、塔や王国や偶像を築くことによって、神の地位を奪おうとしてきました。聖書は、これが、無法の人、反キリストが来て、神を単に無視するだけでなく、実際に神の地位を取って代わろうとする、最後の対決へと至る循環であると述べています（テサロニケ人への手紙第二 2:2-11）。
私は、現在の体制が反キリストであるとは信じていません。むしろそれは、創造主を被造物に置き換えようとする、古くから繰り返されてきた時代の一つの試みにすぎず、これは通常、私たちをさらに暗闇と破滅へと陥れます（ローマ人への手紙 1:21）。クリスチャンは、より高い法廷――神が世界の創造主また支配者として御座に着いておられる法廷――に訴えることによって、この国のために本来意図されていたものを守ることができます。キリストにあって祈ることにより、私たちはこの最高の法廷に訴え、無慈悲な指導者たちを抑え、神を認めない体制から私たちを守り、私たちを再び義の道に沿って導くことのできる、神を敬う男女を起こしてくださるよう求めることができます。私たちはこれを行う必要があります。なぜなら、終わりにはイエスが来られ、世界は滅ぼされ、すべての人が神の裁きの法廷に立たなければならないからです。
この時、判断の基準となるのは人間の集合的な知恵ではなく、神の御言葉です。
しかし、わたしを退け、わたしの言うことを受け入れないすべての人をさばくものがあります。わたしの語った真理のことばが、終わりのさばきの日にその人をさばくのです。
- ヨハネの福音書 12:48
要約
先に述べたように、ここで私たちが及ぼせる影響は小さいかもしれませんが、祈りを通して、私たちは存在する最高の法廷にアクセスすることができます。
私は、私たちがこの偉大な国のキリスト教的性質を守るために、重要かつ効果的なことを行えることを思い起こしていただくために、これらのことを述べています。問題は......私たちは実際にそうしているでしょうか。私たちは投票しているでしょうか。私たちのキリスト教の遺産を擁護しているでしょうか。この国のために神に訴えているでしょうか。
落胆するのをやめ、私たちが実際に持っている影響力を用いて、重要で必要であり、神の御心にかなう目標を達成し始めましょう。私は、神がアメリカをクリスチャンの国にしたいと望んでおられると思います。神はすべての国がクリスチャンの国になることを望んでおられますが、アメリカでは私たちはそれを成し遂げ、今まさにそれを失いつつあります。そして、それを取り戻すかどうかは私たちにかかっています。
もう一つの質問は......私たちはどのように裁きに直面するのでしょうか。
私たちは、キリストを否定し、福音を拒み、あるいは自分の信仰とその実践に無関心な者たちの一員となるのでしょうか。それとも、主は私たちが忠実であり、正しいことのために戦い、不敬虔な世を前にしても恐れない者であると見いだされるでしょうか。
あなたがその法廷の前に立つ番がいつになるか、裁きの法廷はどのようにして知るのでしょうか。私たち全員が神のより高い法廷に立つとき、イエスを裁判官として迎えるよりも、今、悔い改めとバプテスマによって救い主としてイエスのもとに来るほうがよいのです。
